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特定非営利活動法人ライツオン・チルドレンは、���� 年に設立した NPO 法人です。私たちが支援するのは、「社
会的養護」のもとで暮らす子どもや、社会的養護のもとで暮らした経験がある出身者です。

社会的養護（または社会的養育）は児童福祉の一部で、保護者のいない子どもや虐待を受けた子ども、厳しい貧
困の状態にある子どもなどを、公的な（国・自治体の）責任で保護・養育することです。保護者のもとでは適切
な養育が受けられないと判断された子どもは、児童相談所の権限で児童養護施設・乳児院や里親・ファミリーホー
ムに委託されます。
全国の児童養護施設、乳児院、里親とファミリーホームで暮らす子どもは約 ��,��� 人います。これに加えて、
自立援助ホーム、児童心理治療施設、児童自立支援施設で暮らす子どもが約 �,��� 人、母子生活支援施設で母親
と一緒に暮らす子どもが約 �,��� 人います。これらを合わせると、��,��� 人あまりの子どもが社会的養護のもと
で暮らしています（厚生労働省「社会的養育の推進に向けて」令和 � 年 � 月）。

多くの施設は民間が運営していますが、子どもの措置（委託）は児童相談所、つまり自治体が行っています。子
どもたちの衣食住と教育にかかる主な費用は国と自治体が負担し、基本的に保障されています。

ただ、子どもの福祉のために、公的な制度のもとでなければできないことがある一方で、民間だからこそ発揮で
きる柔軟さや迅速さもあります。子どもの育ちの機会を保障し、子どもの可能性を拡げるため、ライツオン・チ
ルドレンは公的な制度と民間の資源の間に立って、両者をつなぐ活動に取り組んでいます。いろいろな立場の人
が力を合わせて、子どものためにより良い社会を創っていくことを目指します。

社会的養護とライツオン・チルドレン

SDGs（持続可能な開発目標）と関連する活動をしています
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ライツオン・チルドレンの活動にご協力頂いております、社会的養護関係者の皆さま、そして私どもの活動を支
えて下さる企業や個人の皆さまに、心より御礼申し上げます。皆さまのおかげで当法人は設立より � 年目を迎え
ることができました。

設立当初、ライツオン・チルドレンは社会人が本業の傍らで、土日や終業後の時間帯を利用してボランティアと
して活動する団体でした。その後、年を追うごとに、活動の領域や地域が広がり、企業からのお問い合わせも増
え、平日の日中の業務が増えて参りました。
おかげさまでここ数年、企業や個人の皆様から頂く寄付金の額が大きくなり、それも後押しとなって令和 � 年度
は初めて常勤のスタッフを採用致しました。これに合わせて、今後の組織の形や活動のあり方の見直しを進めて
いるところです。法人の運営について言えば、ライツオン・チルドレンは設立以来の大きな変化の時期に差し掛
かっております。

子どもを取り巻く社会情勢も大きな変化が起こっています。令和 � 年度から子ども政策を推進するための「こど
も家庭庁」が設置されることになりました。社会的養護（社会的養育）は、これまで国レベルでは厚生労働省の
子ども家庭局が所管してきましたが、今後はこども家庭庁が他の関連分野と合わせて所管することになるようで
す。国が、切れ目のない包括的な支援体制の中に社会的養護をどのように位置づけていくのか、そして社会的養
護の施設・機関や関連分野の団体はどんな役割を求められるようになるのか、注目しています。

そして社会的養護の施設でも同様に変化が起きています。一昨年からスタートした「社会的養護職員向けの IT
セキュリティ研修」を通じて、児童養護施設や母子生活支援施設などの職員の方と関わる機会がより一層増えま
した。お話を伺う中で、施設で暮らす子どもの ICT 利用を前提に子ども用の Wi-Fi を整備したり、ルールや運用
を見直したりしている施設が多くありました。また、里親支援機関や地域子育て支援などの事業に挑戦するため、
新しい視点を取り入れたいと努力している施設の姿も目にしています。
社会的養護に携わる皆様が新しい取り組みに挑戦する時に、気軽に相談や情報交換ができて協働できる。そして
それが子どもの最善の利益に繋がる。ライツオン・チルドレンが将来的にそのような団体になれることを目指し
て、今後の組織づくりをしていきたいと思います。

まだまだ至らないことばかりかと思いますが、今後も皆さまのお力添えを頂けますよう、何卒宜しくお願い申し
上げます。

ご挨拶 立神  由美子
理事長
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���� 年 任意団体として設立した後、特定非営利活動法人の法人格を取得
子どもにパソコンと講習会を提供する「e� プロジェクト」開始

沿革

役員

理事長（法人代表）

立神  由美子 児童養護施設  統括学園長秘書

理事

大坂  太一 児童養護施設  施設長  /  児童家庭支援センター  センター長

監事

野口  五丈 公認会計士（リライル会計事務所  代表）

���� 年 � 月 �� 日現在

伊丹  桂 母子生活支援施設  施設長

���� 年 ジョブリハ 第 � 弾「プログラミング、デザインの仕事」開始

���� 年 子どもに職業体験を通年で提供する「ジョブリハ」開始、第 � 弾「ホテルの仕事」
多目的スペース「ロッカーズ・ルーム」開設

「企業内セミナー」提供開始

���� 年 新型コロナ緊急対応として、� 都 � 県の児童養護施設等にパソコンやマスクを多数寄贈

���� 年 情報発信ウェブサイト「社会で子育てドットコム」開設

���� 年 「e� プロジェクト」を再編、「パソコン寄贈＆オンライン講習会」提供開始
「社会的養護職員のためのＩＴセキュリティ / リテラシー研修」提供開始

法人概要

名称

特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン  /  NPO Lights On Children

設立

���� 年 � 月（法人格取得）

所在地

〒���-����  東京都渋谷区桜丘町 ��-��  マイア渋谷桜丘 ���
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子ども・出身者に向けた活動

社会的養護の施設職員に向けた活動

企業などとの協働

社会的養護について広く発信する活動

児童養護施設や里親などの社会的養護のもとで暮らす中高生や
出身者に向けて、パソコン寄贈やパソコン講習会、仕事につい
て学ぶプログラムを実施しています。

主な事業

社会的養護の施設職員に向けて、ＩＴセキュリティ / リテラシー
の研修を実施しています。

企業が社会的養護の現場のニーズをとらえた社会貢献活動がで
きるよう、企業内セミナーや寄付のコーディネートなどを行っ
ています。また、使用済みパソコン等を寄付して頂くことで、
ライツオン・チルドレンの活動を支えて頂いています。

社会的養護や関連するトピックに関する情報発信、理解促進の
活動を行っています。

企業内セミナー

パソコン寄贈＆講習会

社会で子育てドットコム

ジョブリハ  ホテルの仕事（撮影  LIFE.��）
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施設種別の参加者数

���人
参 加

児童養護施設
�� 人

里親・
ﾌｧﾐﾘｰﾎｰﾑ

�� 人

その他
� 人

「その他」の内訳は、母子生活支援施設 � 人、自立援助ホーム � 人、
児童心理治療施設 � 人、社会的養護自立支援事業 � 人

パソコン寄贈＆オンライン講習会

「パソコン寄贈＆オンライン講習会」の事業では、社
会的養護のもとで暮らす高校生や社会的養護の出身者
の方を対象に、ノートパソコンと USB マウスなどの
付属品をプレゼントするとともに、ビデオ会議を使っ
た � 時間の講習会を無料で提供しています。

ノートパソコンは再生品（使用済みパソコンを工場に
て部品交換・修理し、品質チェックを通ったもの）で、
ウェブカメラを内蔵したものを � 人 � 台ずつお届けし
ています。
講習会では基本的な IT セキュリティとリテラシーの
講義と、Google スプレッドシートの操作実技を行っ
ています。

令和 � 年度は、� 都 � 県と高知県に加えて、新たに沖
縄県で実施することができました。合計 �� 回実施し、
��� 人の方にパソコンと講習会を贈りました。（詳細
は � ページ）

���� 年までは毎月 � 回、定員 � ～ � 人ずつだったと
ころを、���� 年からは毎月 � 回以上、定員 � 人ずつ
まで増やしました。スタッフの増員や、申込受付とパ
ソコンの準備・発送のプロセスを見直すなどして、対
応力を高める工夫をしました。

���� 年の新型コロナウイルスの感染拡大以降、大学
など学校の授業のオンライン化や、就職活動のオンラ
イン化で、それまでパソコンが特別必要だったわけで
はない進路の子どもたちにとってもパソコンが重要に
なりました。

「進学や就職をするときに、パソコンのが無いことや
パソコンの操作経験が乏しいことが不利につながらな
いように」との思いからこの事業に取り組んでいます。

子ども・出身者に向けた活動令和 � 年度

寄贈用パソコンのセットアップの様子

講習会の Google スプレッドシートの課題
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「やや不満」�%、「不満」�%

���人
回 答

やや満足
��%

満足
��%

普通
�%

今回のイベント全体の満足度を教えてください

自分のパソコンが欲しかったから

パソコンを使えると就職に役立つと思ったから

 パソコンを使えると勉強に役立つと思ったから

就職や勉強とは関係なく、パソコンに興味があったから

今回の講習会に参加した理由は何ですか？（複数選択可）

１位

２位

３位

４位

��%

��%

��%

��%

「その他」�%、「あてはまるものはない」�%　回答者 ��� 人

学校の授業・課題・部活など

キーボード練習

進学や就職に関する情報

資格取得

仕事・業務

塾の授業・課題など

今後、パソコンを何かに使う予定がありますか？（複数選択可）

��� 人

��人

��人

��人

��人

��人

「その他」� 人、「あてはまるものはない」� 人　回答者 ��� 人

パソコンを卒園してから買うのではな

く、施設在籍中に所持できるというこ

とになり、これで余暇の時間を利用し

て、タイピングやパワーポイントなど、

スマホではできないことを、就職に向

けて練習する機会があることは大変あ

りがたいことです。

子どもたちには、ぜひともパソコンで

ないとできないことを体験して、夢を

描いてもらいたいです。「自分たちは

何かやれるんだ」という気持ちを高め

る機会になっていると思います。

⸺児童養護施設・施設長

表計算についての説明がとても分かり

やすかったです。

大学や一人暮らしにたくさん活用して

いきたいと思いました。

⸺参加者・�� 歳

わかりやすく、丁寧にパソコンのこと

やインターネットについての話があっ

たのはとてもよかったです。

学校以外でこんなに詳しく説明される

のははじめてでした。

⸺参加者・�� 歳
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＜東京・千葉・埼玉・神奈川の � 都 � 県向け＞
�� 回実施、��� 人参加
� 都 � 県の各地の施設（児童養護施設、母子生活支援
施設、自立援助ホーム）や里親会・里親支援機関など
から参加申込を受け付けました。開催の告知や申込に
あたって、各地の関係機関の方々にご協力を頂きまし
た。
� 都 � 県に向けた開催は、休眠預金等活用法に基づく
新型コロナウイルス対応緊急支援として、公益社団法
人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン様による助成

（���� 年 �� 月～ ���� 年 �� 月）を受けました。

＜高知県向け＞
� 回実施、�� 人参加
高知県内の児童養護施設、児童心理治療施設、里親家
庭で暮らす方を対象に参加者を募りました。社会的養
護自立支援事業にじいろステーション、社会的養護自
立支援事業おひさま の皆様に現地窓口としてご尽力頂
きました。また、日本 HP 様から頂いた寄付金を費用
に充てさせて頂きました。

＜沖縄県向け＞
� 回実施、�� 人参加
沖縄県内の児童養護施設や里親家庭で暮らす方を対象
に参加者を募りました。各児童養護施設と沖縄県里親
会の皆様にご協力頂きました。

食品の宅配など

児童養護施設・里親家庭の出身者の方の拠り所のひと
つになれればとの思いから、令和 � 年度も食品・お菓
子などの宅配を � 回行いました。また、就職・転職な
どに関する個別の相談に乗りました。

パソコン寄贈＆オンライン講習会 地域別の内訳
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ジョブリハ　プログラミングの仕事

令和３年度も「プログラミングの仕事」をテーマに、
� 月から � 月まで約 � 年間・全 �� 回のプログラムを
ビデオ会議を使って実施しました。東京・千葉の � つ
の児童養護施設から、� 人の中高生が参加してくれま
した。

参加した子どもたちにはプログラミング用にノートパ
ソコンをプレゼントし、ゲーム制作に取り組みました。
夏までの前半は、チュートリアルに沿ってボールロー
ル（玉転がし）のゲームを作り、秋以降の後半は各自
が自分で企画を考えてオリジナルゲームを作ることに
挑戦しました。

限られた時間の中ではありましたが、全員が熱心に取
り組んでくれました。丁寧に作りこむタイプや、「ま
ずやってみる」というトライ＆エラータイプなど様々
なアプローチがあり、講師の方からも「進め方にそれ
ぞれの性格が表れていて面白い」という感想がありま
した。

最後の �� 回目の講習では、子どもたちが作ったオリ
ジナルゲームの発表会をしました。施設職員の皆様に
も参加して頂き、子ども達が作ったオリジナルゲーム
を見て頂いて、労いの言葉た感想を頂きました。

ジョブリハは、必ずしもプログラミングの仕事に就く
ことを目的にはしていません。
今回参加した子ども達がパソコンを使った仕事をする
イメージを膨らませたり、自分の適性を考えたりする
機会になったようであれば嬉しく思います。

令和 � 年度の「ジョブリハ プログラミングの仕事」は、
一般社団法人コトの共創ラボ 様と個人の講師（ボラン
ティア）の皆様にご協力頂いて実施しました。

ゲームをすることはあったけど、

作る側になってみたことが新鮮だった

⸺参加者

難しすぎず、簡単すぎない難易度の調整が

難しかった

⸺参加者

自分が作ったゲームを施設職員に試しに

やってもらったら、作った本人よりも

職員の方がゲームが上手くてショックを受けた

⸺参加者
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施設で児童のＩＴ活用を広げたり、
ＩＴの濫用を防止したりするうえで、

「ユーザーの安心・安全編」は役立ちましたか？

どちらか
というと
役立った

��%
とても
役立った
��%

���人
回 答

「どちらともえいえない」�%、「どちらかというと役立たなかった」�%、
「とても役立たなかった」�%

「どちらともいえない」「役立たなかった」「とても役立たなかった」各 �%

施設で職員の IT セキュリティ対策や
IT リテラシーを向上するうえで、

「組織の情報セキュリティ編」は役立ちましたか？

役立った
��％

とても
役立った
��%��人

回 答

社会的養護職員のためのＩＴセキュリティ / リテラシー研修

社会的養護の施設職員に向けた活動令和 � 年度

ライツオン・チルドレンは令和 � 年度から「IT セキュ
リティ / リテラシー研修」を社会的養護の施設等の職
員の皆様に向けて実施しています。
子どもに関わる職員の皆さんに知っておいてほしいこ
と、考えてほしいことをまとめた「ユーザーの安心・
安全」編と、組織として取り組むべきことをまとめた

「組織の情報セキュリティ」編の � つの研修を用意し
ています。一般家庭や中小事業者に求められている基
本的な対策や知識に加えて、社会的養護ならではのポ
イントも盛り込んでいます。

令和 � 年度は東京の施設を対象に募集し、� 施設ごと
にビデオ会議でご提供しました。� 月～ �� 月の間に
�� 施設（児童養護施設 � か所、母子生活支援施設 �
か所）で合計 �� 回の研修を実施し、延べ約 ��� 人の
職員の方に参加して頂きました。職員全員で受講頂い
たケースもあり、IT セキュリティ / リテラシーへの関
心の高さが伺えました。

受講者アンケートでは、単に知識をつけるだけでなく、
「子どもと一緒にルールを考えたい」、「研修で紹介し

たテキストを手元に置いて、職員にも子どもにも身近
なものにしていきたい」といったコメントを頂きまし
た。
また、多くの施設が ICT 担当の委員会などを設けて対
応を図り始めた時期だったようで、「ちょうどいいタ
イミングで受講できた」という声を多く頂きました。

子ども・職員の ICT 利用が拡大する中、社会的養護の
施設が子どもと ICT の関係をどう支えていくのか、研
修を通じてライツオン・チルドレンも一緒に考えてい
くことができたらと思っています。

この事業は、公益財団法人東京都福祉保健財団様の「子
供が輝く東京・応援」事業による助成（���� 年 � 月
～ ���� 年 � 月）を受けて実施しています。
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企業などとの協働

災害備蓄品支援イベント

令和 � 年 � 月、ドイツ銀行グループ様から、新品でま
だ使用できる大量の災害備蓄品の再利用についてご相
談を頂きました。そこで、相模女子大学様と同大学の
子ども教育学科ボランティアグループ「どれみんみん
♪」の皆様にご協力頂き、防災備蓄品を仕分けして児
童福祉施設へ届けるプロジェクトをスタートしまし
た。

当初の予定では令和 � 年の春休みに「どれみんみん♪」
の皆様に仕分け作業をして頂くはずでしたが、春から
夏にかけて新型コロナウイルスの感染が拡大し、中止
せざるを得なくなりました。

感染状況が少し落ち着いた �� 月末、ドイツ銀行グルー
プ様、「どれみんみん♪」の皆様、ライツオン・チル
ドレンの � 者が相模女子大学に集まって、イベントを
開催しました。イベントでは、ドイツ銀行グループ様
から、企業ボランティアの在り方や、地域社会におけ
る社会貢献活動（CSR）の意義についてお話頂きまし
た。「どれみんみん♪」様は、障害児者施設・児童養
護施設でのボランティアや、学園祭での活動について
発表され、顧問の中島健一朗准教授からは社会福祉や
教育の分野の学生が企業の活動に関心を持つ意義につ
いてお話頂きました。ライツオン・チルドレンからは、
社会的養護についてやこれまでドイツ銀行グループ様
と取り組んできた活動について説明しました。
その後、� 者で一緒に災害備蓄品のパッケージ作業を
行い、�� 種類のグッズが入った防災リュックをまず
は �� 個作りました。

新型コロナの影響でプロジェクトを一時中断していま
したが、令和 � 年度にはさらに防災リュックを作成し、
児童福祉施設に届けることを計画しています。

令和 � 年度
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寄付のコーディネートなど

グランド ハイアット 東京様から、エプロンやブラウ
スの寄付のご相談を頂き、ライツオン・チルドレンが
寄付先の調整を担当しました。最終的に都内の母子生
活支援施設や子ども食堂、フードパントリーに寄付さ
れました。
そのほか、企業からの食品などの寄付のコーディネー
トを行いました。

絵画展示

コンビニ ATM の運営会社である株式会社イーネット
様のオフィス（東京都中央区）に、東京の児童養護施
設（� か所）の子どもが描いた絵７点を飾って頂いて
います。絵のそばに「児童養護施設とは？」のリーフ
レットを置いて頂いて、啓発を図っています。絵は �
年間飾った後、イーネット様から子ども達へのお礼状
とともに、額装した状態で子どもにお返ししています。

エプロンもアルファ米も、

区内子ども食堂スタッフには大人気でした。

⸺母子生活支援施設 施設長

先日は素敵に額縁に表装された絵が届きました。

Ｔさんは大喜びでした。

作品が褒められ、私共職員もうれしかったです。

壁紙を自分たちで選んだりしながら、

絵を部屋に飾ろうと計画しています。

⸺児童養護施設 職員
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ライツオン・チルドレンへの使用済みパソコン等の寄付

ライツオン・チルドレンでは、企業などの皆様から、
使用済みのパソコン、タブレット、スマートフォンの
寄付を受け付けています。ご寄付頂いた機器は再生事
業者が回収して検品・データ上書き作業を実施し、リ
ユースします。再生事業者が機器を買い取ることでラ
イツオン・チルドレンは収入を得て、活動資金とさせ
て頂きます。令和 � 年度は �� 社にご参画頂きました。

令和 � 年 � 月から、再生事業者が横河レンタ・リース
株式会社様に変更となりました。今後も引き続きすべ
てのメーカーの製品を対象に、使用済み機器のご寄付
を募っております。詳細は、ライツオン・チルドレン
のウェブサイトよりお問い合わせください。

撮影  LIFE.��

詳しくは Web で
https://lightson-children.com/support/business/pc-recycle/

SDGs（持続可能な開発目標）と関連する活動をしています

企業内セミナー

理事長の立神が、支援企業様２社にて、社内セミナー
に登壇させて頂きました。
セミナーでは、児童養護施設で働いた経験とそこから
見えてきたこと、ライツオン・チルドレンの設立に至
る経緯や想いをお話しさせて頂きました。
新型コロナウイルス対策として、セミナーはビデオ会
議で実施し、在宅勤務中の皆様にもご参加頂きました。

こうしたセミナーは、企業としてライツオン・チルド
レンをご支援頂く際に、社内で認知度を高めて広くご
理解を頂くための機会として活用して頂いています。
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株式会社アバンセコーポレーション

株式会社アマデウス・ジャパン

株式会社イーネット

株式会社エス・エス産業

カールツァイス株式会社

株式会社カネボウ化粧品

キャピタル・グループ

グランド ハイアット 東京

一般社団法人 コトの共創ラボ

株式会社三社電機製作所

株式会社 JVC ケンウッド

株式会社 JVC ケンウッド・公共産業システム

住友ファーマフード＆ケミカル株式会社

株式会社ゼロイン

ディ・ポップスグループ

ドイツ銀行グループ

ライツオン・チルドレンが令和 � 年度に寄付金、使用済みパソコン等の寄付、物品の寄付といった形でご支援・ご協力を頂い

た企業などを一部ご紹介します。（五十音順・敬称略）

東京インキ株式会社

豊田合成株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

株式会社日本 HP  （HP Foundation）

パーク ハイアット 東京

株式会社ハローズ

株式会社ヒガシトゥエンティワン

ブラックロック・ジャパン株式会社

Freshfields Bruckhaus Deringer

ホワイト & ケース法律事務所

　ホワイト & ケース外国法事務弁護士事務所（外国法共同事業）

本田技研工業株式会社

美和ロック株式会社

森ビル株式会社

和田精密歯研株式会社

ご支援・ご協力頂いた企業などの皆様
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会計報告

Ⅰ.経常収益

�. 受取助成金 �,���,���

�. その他収益 �,���

経常収益計 ��,���,���

�. 受取会費 ���,���

�. 受取寄付金 ��,���,���

Ⅱ.経常費用

経常費用計 ��,���,���

�. 事業費 ��,���,���

　（うち人件費 �,���,���

税引前当期正味財産増減額  ��,���,���

法人税、住民税及び事業税  �

�. 管理費 �,���,���

　（うち人件費 �,���,��� ）

）

活動計算書
単位：円

令和 � 年 � 月 � 日～令和 � 年 � 月 �� 日

Ⅰ.資産の部

（�）有形固定資産 ���,���

（�）投資その他の資産  ��,���,���

資産合計 ��,���,���

�. 流動資産 ��,���,���

�. 固定資産

Ⅱ.負債の部

負債合計 �,���,���

�. 流動負債 �,���,���

�. 固定負債 �

Ⅲ. 正味財産の部

正味財産合計 ��,���,���

負債及び正味財産合計  ��,���,���

貸借対照表
単位：円

令和 � 年 � 月 �� 日現在

※ 財務諸表は NPO 法人会計基準によって作成しています。

ライツオン・チルドレンの活動は、ご賛同頂いた企業・個人の皆様からの寄付金と民間助成金によって成り立っています。

※ 詳細な財務諸表、事業報告書は、ライツオン・チルドレンのウェブサイトにてご覧いただけます。

　 https://lightson-children.com/about/financial-statement
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特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン
〒���-����  東京都渋谷区桜丘町 ��-��  マイア渋谷桜丘 ���
Web  https://lightson-children.com
Email  info@lightson-children.com
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